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伊 藤 実歩子
A Study of the Reform of the Secondary School System
in German-speaking Area
ITO Mihoko
Abstract : This is a study of the reform of the secondary school system in Austria, especially focusing on
curriculum and lessons at Neue Mittelschule（NMS : New Middleschool）, which was newly-established after
PISA-Shock. The school system in German-speaking area has been discussed from the political staudpoint
before the World WarⅠ. The problem is children of 10-year are separated into Hauptschule（connected to vo-
cational course）or Gymnasium（connected to academic course）, which is very early separation compared
with other EU countries. In this paper I would like to examine the curriculum and didactics at NMS and also
point out the characteristics of this new school by using the report of Ministry of Education and the inter-











































ハウプトシューレは成績によって AHS へ進学，職業教 図 1 戦間期の教育制度改革案
２ 甲南女子大学研究紀要第 49号 人間科学編（2013年 3月）
育学校・機関への進学という 2つのコースが設けられている。AHS と呼ばれるオーストリアのギムナジウムは，










2008年の教育制度法改正によって，図 3のように NMS の設置が決定された。まだ試行段階中ではあるが，2011
年現在 NMS の数は 434校に上り，教育相のシュミット（Claudia Schmid）は，「2016年までにすべてのハウプト
シューレを NMS にする」と宣言し，またウィーンではそれに先駆けて 2014/15年度までにおよそ 100校あるハ
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な国際調査または国内調査（OECD の PISA 調査）では，能力の多様性に対して，早期選抜（Selektion）の
負の影響を示している。














トシューレと AHS は NMS 導入以前にカリキュラム上の接近が試みられており，今後，教育相の宣言通りすべて
のハウプトシューレが NMS になるとすれば，事実上，前期中等教育のカリキュラムは AHS 下級段階に一本化さ
れることになるわけである。
②AHS 教員とのティームティーチングを導入した授業





図 3 NMS を含む現在の学校教育制度
http : //www.bmukk.gv.at/medienpool/17295/bw_dt_10.pdf（2011/09/15）































「授業の中で，教育スタンダードを使っているか」という質問に対し，全体（VS, HS, AHS, NMS, KMS）では，
7割弱が「定期的に使用している」か「ときどき使用している」と答え，およそ 3割が「使用していない」と答












次に，教育省が NMS に子どもを通わせている保護者に NMS に関する満足度調査を行った報告書「Zufriedenheit
mit der Neuen Mittelschule Elternbefragung 2011 Studienbericht」を見てみよう。
この報告書では，一貫して NMS に対して高い満足度が出たということが強調されている。90％の生徒が NMS
に喜んで通っている，82％の保護者が子どもの能力に適した教育がおこなわれていると感じている，75％の保護
者が NMS に満足している等の数字が並んでいる。これを受けて，教育相は「NMS は十分に成功した！」と宣言
するにいたっている9）。
ただし，同様に保護者の側ということに目を向ければ，全国 AHS 保護者連盟（AHS-Bundeselternverband）は，






実は，制度上，前期中等教育はハウプトシューレだけでなく，AHS 下級段階を NMS にすることも可能だが，




リキュラムの乖離／矛盾），また拡大する NMS を成功例とする教育省関係者の楽観的な見方に対して，AHS か
らは依然 NMS の拡大，すなわち NMS に一本化される単線型の教育制度に疑義が示されているということがわ
かる。
（3）適応する教師の実態──NMS の教師インタビューより──
ここでは，筆者が 2011年 2月にウィーンで行った NMS に勤務する教員へのインタビューを紹介する。これに
よって，NMS と教育スタンダードに対する教師の受け止め方および上述した NMS の「個人化・多様化」のコン
セプトの実態が明らかになる。
教員 A は教職歴 31年目，勤務校（ニーダーエストライヒ州）において BISTA 実施13）の責任者をつとめてい











ドと NMS に自分を適応させようと努力しているということである。先のアンケートでは，NMS では半数が教育
スタンダードを授業に使用していないという結果があったが，インタビューした教師 A の中ではこれらを一連の
改革として受け止め，取り組んでいることがわかる。
６ 甲南女子大学研究紀要第 49号 人間科学編（2013年 3月）








































































このような視点から NMS をみると，AHS は旧来の支持を保ちながら依然として残ることは明らかで，結局は
AHS と NMS が並立する教育制度として，戦間期から議論されてきた単線型教育制度は今回もまた実現していな
いことになる。
6．お わ り に
本稿では，PISA ショック以降のドイツ語圏の教育の動向を検討する研究の一環として，オーストリアの教育制







８ 甲南女子大学研究紀要第 49号 人間科学編（2013年 3月）
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